








21

第 3 章　　調査事項

写 3-1-8　軒先の破損 （北棟便所） 写 3-1-9　北棟下見板の破損 （北棟）

写 3-1-10　板庇の破損 （北棟） 写 3-1-11　屋根鉄板谷部の破損 （中央棟と南棟）

写 3-1-12　屋根鉄板の破損 （中央棟） 写 3-1-13　煉瓦煙突の割損 （南棟二階）

写 3-1-14　雨漏りによる壁面汚損 （客室 3） 写 3-1-15　雨漏りによる天井面汚損 （事務室）

20

第 3 章　　調査事項

写 3-1-1　床の不陸 （客室 6） 写 3-1-2　床の不陸 （北棟便所）

写 3-1-3　基礎の倒れ （南棟） 写 3-1-4　根太の腐朽折損 （茶の間）

写 3-1-5　大引の腐朽折損 （仏間）

写 3-1-6　土台 （裏面） の腐朽 （北棟）
北棟付近は礎石が埋没し土台に接するほど土が盛られ土台を腐朽す
る一因となっていた。

写 3-1-7　礎石の不陸 （北棟）
手前は沈下した礎石に差し込まれた切石。 奥に見える礎石も沈下し
て転倒している。
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図 3-3-1　古写真にみる駅逓所の変遷

写真は明治 43 年 （1910） 見眞大師 650 回忌を記念して撮影された
もの。 前身建物である山崎藤次郎氏住宅前で撮影された。

大正 10 年創建の 「北棟」 がまだみえない時期の駅逓建物。 Ⅰ期に
比べ 2間桁行を広げている。 門柱右手には藤作氏の出生を記念して
植えられた 「山藤のマツ」 の幼木がみえる。

「北棟」 増築後間もなくして撮られたもの。 柾葺がきれいに葺き替えら
れ、 下見板はすべて素木である。 「前身建物本家棟」 には駅逓所の
看板が掲げられる。

前身建物本家棟及び下屋が大規模
な増改築を受け現在の「中央棟」・「南
棟」 の姿となった。 「山藤のマツ」　が
さらに成長した姿がみられるが、 新設
した 「南棟」 の玄関正面付近に位置
している。

Ⅰ期　駅逓創設期 （明治 43年） Ⅱ期　創設～ 「北棟」 増築前 （大正初期）

Ⅲ期　　「北棟」 増築期　①駅逓時代 （大正 10～昭和 5年）

Ⅳ期　「中央棟」 「南棟」 増改築期 （昭和 16年～）

Ⅲ期　　「北棟」 増築期　②旅館時代 （昭和 5年～昭和 16年）

Ⅲ期の建物を維持したまま駅逓業務を終えた後、 旅館とした姿。 「北
棟」 の正面二階南脇間に旅館の看板が掲げられる。 外壁は黒ずん
でおり、 玄関脇の 「山藤のマツ」 の成長からみると昭和 16年の増改
築に近い頃の姿とみられる。
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第 3節　創建及び変遷

1.　概要

明治 43 年 （1910） 9 月 1 日山崎藤次郎の駅逓取扱

人任命が許可され、 同月 15 日に奥行臼駅逓所が開設

されて駅逓業務を開始した。 開設時は山崎藤次郎の自

宅がそのまま使われたとみられるが、 まもなく 2 間の増

築を行い、 その後大正 9 年 （1920） には 「北棟」 を

新築するなど少なくとも 2 度の増改築が行われている。

昭和 5 年 （1930） 6 月 10 日をもって奥行臼駅逓所は

廃止され、 以降 「山ト山崎旅館」 として経営が続けら

れた。 昭和 16 年 （1941） には 「南棟」 と 「中央棟」

を大規模に改築しほぼ現在の姿となった。 昭和 40 年

になって旅館業を廃業した後は商店を営んだ。 昭和 57

年町指定文化財に指定されたのち、 山崎家から寄贈を

受け別海町の所有となった。 このように用途を変えなが

ら維持してきたが、 建物の変遷は山崎藤次郎宅から現

在まで大きく 3 回の増改築が確認できる。 ここでは、 残

された古写真や痕跡を手掛かりに増改築の状況につい

てⅠ駅逓創設期 （明治 43 年）、Ⅱ 「北棟」 増築前 （大

正初期）、Ⅲ 「北棟」 増築期 （大正 10 ～昭和 16 年）、

建物形状 用途 西暦 元号 年 月日 出来事

Ⅰ期 住宅 1903 明治 36 山崎藤次郎、 47 万坪の土地貸付を受けて奥行臼に単身入地

駅逓所 1910 43 9.1 山崎藤次郎の駅逓取扱人任命が許可される。

10.9 奥行臼駅逓所の設置と開始が道庁公報で告示

Ⅱ期 大正

Ⅲ期 1920 9 7 月 奥行臼駅逓所、 2 階建て寄棟 ( 「北棟」 ) を増築する。

旅館 1930 昭和 5 6.10 6 月 7 日付北海道庁告示により同月 10 日をもって奥行臼駅逓所廃
止。 「山ト山崎旅館」 として経営が続けられる。

Ⅳ期 1941 16 山ト山崎旅館 （「中央棟」 ・ 「南棟」） を大規模に改築

1958
頃

33
頃

「北棟」 客室 2 ・ 3 境客室を押入に改造、 客室 3 ・ 4 窓改造、 客室 5
雨戸戸袋改造

1962 37 屋根板金葺替え

商店 ・
住宅

1965 40 6.16 山ト山崎旅館廃業、 商店兼住宅とする。

1982 57 11.18 奥行臼駅逓所を町指定文化財に指定する。

町指定
文化財

12 月 旧駅逓所建物と土地が町に寄贈される。

1984 59 修理工事実施 （後補壁 ・ 天井材撤去、 床組補強、 屋根塗装、 照明
器具取付等）

1985 60 旧奥行臼駅逓所一般公開開始

部分修理 （客室 3 柱取替）

1993 平成 5 部分修理 （玄関引き戸取替、 床組補強、 畳交換）

旧駅逓所建物内部を NHK ドラマ 『エトロフ遥かなり』 ロケに使用。

道指定
文化財

1994 6 6.3  「奥行臼駅逓」 が北海道指定有形文化財に指定される。

2000 12 屋根鉄板塗装

2005 17 NHK80 周年記念ドラマ 『ハルとナツ届かなかった手紙』 ロケ

史
跡

2011 23 9.21 旧奥行臼駅逓所が史跡に指定される。

Ⅳ 「南棟」 「中央棟」 増改築期 （昭和 16 年～） の以

上四つの時期に区分してその変遷を明らかにしていく

（図 3-3-1）。

Ⅰ期は主屋は切妻屋根をもつ桁行 5 間の建物で、 南

側に差掛の屋根をかけ、 北側に付属屋をもつ。 主屋正

面側南端から 2 間を玄関入口とする。 Ⅱ期になると桁

行方向北側に 2 間増築しており、 二部屋増やしたとみ

られる。 Ⅲ期になると現在みられる 「北棟」 が増築され

るが、中央切妻屋根の主屋もさらに 1 間増築されている。

Ⅰ期、　Ⅱ期の古写真に写る建物およびⅢ期の 「北棟」

以外の建物はすでに失われているが、 これらは駅逓と

して使用された時代の建物で本史跡の本質的価値につ

ながるものであるため、 規模や変遷について明らかにし

たい。 ここでは古写真、 痕跡及び現状等との比較検討

が可能なⅢ期の姿から考察を開始し、 最終的にⅠ期Ⅱ

期の規模の検討を行いたい。

表 3-3-1　奥行臼駅逓所建造物の変遷
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図 3-3-9　Ⅲ期建物推定復原図
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3.　昭和 16年増改築工事の考察

山崎アイ子氏の話では、 昭和 16 年の増改築前後で

間取は変わっていない所もあったといい、 これまで昭和

16年の増改築工事は既存の建物をベースとした「南棟」

二階部や 「中央棟」 と 「北棟」 との接続部の増築程

度の工事とみられていた。 しかしながら、 礎石の状況

や建物配置の状況から判断するとその程度の工事では

説明がつかず 「中央棟」 ・ 「南棟」 は一度解体を受け、

土工事 ・ 基礎工事から施工された大規模な工事であっ

たことが想定される。

復原想定図を現況平面図に重ねてみると 「前身建物

本家棟」 が全体的に約 1間現在より南側にずれて位置

していることが明らかである。 遺構図との重ね図をみて

も、 一見して現状と前身建物の平面が合致していない。

昭和 16 年の増改築時に大きな平面計画の変更があっ

た印象を受けるが、 一方で現状の礎石には遊んでいる

自然石の礎石がなく、 前身建物の礎石と明確に言える

ものがなかった。

これは、 先述した前身建物の断面形状でも考察したよ

うに、 昭和 16 年の増改築時に敷地や床レベルを上げ

たと考えれば、 礎石をすべて据え直したとも考えられる。

その要因として、敷地が北から南に傾斜しており、「北棟」

を増築した大正 9年時には大規模な切土をしたとは考

えにくく、 「前身建物本家棟」 と 「北棟」 は敷地形状に

即したレベル差があったと推察されるが、 現状でも北か

ら南へ雪解け水が床下を流れる敷地であるように、 当時

も南側は水が廻りやすく、 土壌の流出や木部の腐朽が

多かったとみられる。 そのため、 増改築にあたり水の浸

入を少しでも減らすため敷地南側は盛土を行い 「北棟」

のレベルに合わせたと考えられる。 一方、 礎石としてい

る自然石玉石は、別海町周辺では採取できないもので、

遠方から運びこまれたものである。 当地では貴重なもの

であり、 礎石を放置したとは考えにくく、 解体時に礎石

を取り上げ、 盛土を行ったのち再度据え直したと考えれ

ば、 前身建物の礎石が判然としない点も理解できる。

昭和 16 年の工事の特徴として、 正面以外の内向きの

部屋の建具材や、 床下及び小屋裏を構成する野物材

にはほぼすべて転用材が用いられており、 さらには前

身建物の解体の際には小屋の垂木、 野地板、 柾葺は

それぞれ取り外さず、 大バラシとした状態で再度打ち付

けられているなど、 部材を極力再用することで新規補足

材料の抑制を図ったとみられる。 「北棟」 と 「前身建物

本家棟」 の間にあった 1間を詰めているが、 結果的に

前身建物の全体の規模を概ね維持したままスライドさせ

た形となる。 このように大きく規模を変えない計画であっ

たと考えれば、 大規模な増改築工事の割にヒアリングに

あったように内部の変化がそれほど大きくなかったのか

もしれない。

図 3-3-7　昭和初期の玄関付近
玄関奥は中央に柱が建ち右側 1間に引分障子が入る。 その左手は
土間が延びている。

土間

障子

柱

図3-3-8　Ⅲ期の建物南面
前身建物本家の妻面が写り梁間寸法や屋根形状が判明する。 玄関
背面側に煙突が見え、 この付近に台所があったとみられる。

煙突
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る。 古写真からの正面側の情報に限られるが、 玄関か

ら北側に続く正面の柱間装置は若干の変更がみられる

が、 内部の間仕切や背面に付属した便所の位置などは

判然としないが、 Ⅰ期の北側の付属屋が便所であった

と考えると、 Ⅱ期で北側に客室を増築した際に西側に

便所を移設したと考えられる。

0 1 2 3 4 5M

N

4. Ⅰ期 ・Ⅱ期の建物

Ⅲ期の建物規模が概ね明らかとなったが、 Ⅲ期はⅠ

期 ・ Ⅱ期の姿を残しつつ増改築したものである。 Ⅰ期

は主屋は切妻屋根をもつ桁行 5間の建物で、 南側に

差掛の屋根をかけ、 北側に付属屋をもつ。 主屋正面側

南端から 2間を玄関入口とする。 Ⅱ期になると桁行方

向北側に 2間増築しており、 二部屋増やしたとみられ

0 1 2 3 4 5M

N

図 3-4-1　　Ⅰ ・Ⅱ期建物復原推定図

平面図

屋根伏図

　Ⅰ期　 　Ⅱ期
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N

平面図

屋根伏図

0 1 2 3 4 5M

N
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第 4節　技法調査

1.　平面計画

平面は 「南棟」、 「中央棟」、 「北棟」 とも尺単位を基

準として計画されている。

「北棟」 では基本となる 120 ㎜角の柱芯を通り芯とし、

四隅の 160 ㎜角の通し柱は偏心して内側を他の柱と面

揃えとして土台に据える。 二階とも全長が梁間 21尺 （3

間半）、 桁行 33 尺 （5 間半） である。 桁行の中央に 6

尺 （1 間） の廊下を設け、 正面を 15 尺 （2 間半）、 背

面を 12 尺 （2 間） に分ける。 二階中央廊下は半間の

押入とともに南に9尺（1間半）張り出す。北側に梁間7.5

尺 （1.25 間）、 桁行 15尺 （2 間半） の下屋が付く。

「中央棟」は梁間 33尺 （5 間半）、桁行 21尺 （3 間半）

である。 梁間の中央に 「北棟」 から延びる 6尺 （1 間）

の廊下を設け、正面を 15尺 （2 間半）、背面を 12 尺 （2

間） に分ける。

「南棟」 は平面が雁行する不整形な形状となるが、 二

階床梁レベルでは梁間 24尺 （4 間）、桁行 42尺 （7 間）

の整形となり、 一階はこれに差掛小屋を造り床を広げて

張り出している。

「南棟」 と 「中央棟」 では、 原則として尺単位で柱が

配置されているものの、 「南棟」 の背面にあたる物置や

使用人室廻では、 同一柱間の土台の墨と梁間の墨の

寸法が一致しないなど、 1 寸前後の誤差があった。 創

建時から土台が矩手に据えられておらず、 柱も垂直で

はなくきれいに納まっていなかったとみられる。 一因とし

て、 土台は建物正面側以外の見え隠れや背面側には

いずれも転用材が用いられていたことに関係して、 既存

の継手や仕口を使用する際に若干の誤差を許容しなが
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ゴシック：今回解体番付

明朝： 昭和16年組立番付

図 3-5-1　平面計画寸法と番付 （解体番付と 「中央棟」 ・ 「南棟」 の昭和 16年組立番付）

写 3-5-1　「南棟」 物置転用土台同士の継手位置のずれ
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（5） 玄関引戸当初材の再用

玄関の 4枚建て引分硝子戸は昭和 59 年の公開に向

けた修理工事の際に取り換えられている。

今回工事中に、この工事の際に取替えられた当初 （昭

和 16 年） の建具が旧村営軌道風蓮線奥行臼停留所

内に存置されていたことが判明した。 前回修理では硝

子と引手は再用しており、 木部及び戸車、 錠を更新し

て取替えている。 腰板や框の木部の加工は当初材の

形状をおおよそ踏襲しているものの、 面の有無や細部

の加工に差異がみられる。 遺存していた当初建具を調

査した結果、 下桟に腐朽や破損がみられるものの、 竪

框の脚部の繕いと下桟の取替による修理が可能と判断

し今回修理で再用する方針とした。

（4） 居間台所壁の塗料の除去

居間及び台所の壁には黒色の塗料が塗られているが、

これらは平成 5年に駅逓所を舞台としたドラマが撮影さ

れた際に塗られたものである。 従前はクリーム色の油性

ペイントが塗られており、 ヒアリングによれば昭和 30 年

代に煤けた壁や天井を嫌って、 家族で白いペンキを

塗ったとされる。 昭和 59 年の工事写真には壁面が煤

けた様子が見て取れる。 白色塗装は居間と台所の壁と

台所の天井に塗られた。居間の天井は塗られておらず、

現状で黒色であるがこれは煤によるものであった。

保存修理の方針では 「南棟」 では維持修理を原則と

するが、 ドラマ撮影による塗装は、 近年施された姑息

的改変と判断し、 黒色の塗料を除去してドラマロケ以前

の姿に復旧する方針とした。

現状建具 （昭和 59年） 上 ：正面、 下 ；背面

遺存建具 （昭和 16年） 上 ：正面、 下 ；背面

現状

黒色塗装以前 （昭和 59年）
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第 4節　技法調査

1.　平面計画

平面は 「南棟」、 「中央棟」、 「北棟」 とも尺単位を基

準として計画されている。

「北棟」 では基本となる 120 ㎜角の柱芯を通り芯とし、

四隅の 160 ㎜角の通し柱は偏心して内側を他の柱と面

揃えとして土台に据える。 二階とも全長が梁間 21尺 （3

間半）、 桁行 33 尺 （5 間半） である。 桁行の中央に 6

尺 （1 間） の廊下を設け、 正面を 15 尺 （2 間半）、 背

面を 12 尺 （2 間） に分ける。 二階中央廊下は半間の

押入とともに南に9尺（1間半）張り出す。北側に梁間7.5

尺 （1.25 間）、 桁行 15尺 （2 間半） の下屋が付く。

「中央棟」は梁間 33尺 （5 間半）、桁行 21尺 （3 間半）

である。 梁間の中央に 「北棟」 から延びる 6尺 （1 間）

の廊下を設け、正面を 15尺 （2 間半）、背面を 12 尺 （2

間） に分ける。

「南棟」 は平面が雁行する不整形な形状となるが、 二

階床梁レベルでは梁間 24尺 （4 間）、桁行 42尺 （7 間）

の整形となり、 一階はこれに差掛小屋を造り床を広げて

張り出している。

「南棟」 と 「中央棟」 では、 原則として尺単位で柱が

配置されているものの、 「南棟」 の背面にあたる物置や

使用人室廻では、 同一柱間の土台の墨と梁間の墨の

寸法が一致しないなど、 1 寸前後の誤差があった。 創

建時から土台が矩手に据えられておらず、 柱も垂直で

はなくきれいに納まっていなかったとみられる。 一因とし

て、 土台は建物正面側以外の見え隠れや背面側には

いずれも転用材が用いられていたことに関係して、 既存

の継手や仕口を使用する際に若干の誤差を許容しなが
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ゴシック：今回解体番付

明朝： 昭和16年組立番付

図 3-5-1　平面計画寸法と番付 （解体番付と 「中央棟」 ・ 「南棟」 の昭和 16年組立番付）

写 3-5-1　「南棟」 物置転用土台同士の継手位置のずれ
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（5） 玄関引戸当初材の再用

玄関の 4枚建て引分硝子戸は昭和 59 年の公開に向

けた修理工事の際に取り換えられている。

今回工事中に、この工事の際に取替えられた当初 （昭

和 16 年） の建具が旧村営軌道風蓮線奥行臼停留所

内に存置されていたことが判明した。 前回修理では硝

子と引手は再用しており、 木部及び戸車、 錠を更新し

て取替えている。 腰板や框の木部の加工は当初材の

形状をおおよそ踏襲しているものの、 面の有無や細部

の加工に差異がみられる。 遺存していた当初建具を調

査した結果、 下桟に腐朽や破損がみられるものの、 竪

框の脚部の繕いと下桟の取替による修理が可能と判断

し今回修理で再用する方針とした。

（4） 居間台所壁の塗料の除去

居間及び台所の壁には黒色の塗料が塗られているが、

これらは平成 5年に駅逓所を舞台としたドラマが撮影さ

れた際に塗られたものである。 従前はクリーム色の油性

ペイントが塗られており、 ヒアリングによれば昭和 30 年

代に煤けた壁や天井を嫌って、 家族で白いペンキを

塗ったとされる。 昭和 59 年の工事写真には壁面が煤

けた様子が見て取れる。 白色塗装は居間と台所の壁と

台所の天井に塗られた。居間の天井は塗られておらず、

現状で黒色であるがこれは煤によるものであった。

保存修理の方針では 「南棟」 では維持修理を原則と

するが、 ドラマ撮影による塗装は、 近年施された姑息

的改変と判断し、 黒色の塗料を除去してドラマロケ以前

の姿に復旧する方針とした。

現状建具 （昭和 59年） 上 ：正面、 下 ；背面

遺存建具 （昭和 16年） 上 ：正面、 下 ；背面

現状

黒色塗装以前 （昭和 59年）
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おらず昭和 16 年の増改築で本格的に採用された。 同

コンクリート基礎には 2種類存在しており、 面を取って

いるもの （ｌ＝ 500 ㎜） と面を取らないもの （ｌ＝ 700 ㎜）

があり、面取りがあるコンクリート基礎は数は少ないが（正

面に 6 ヶ所）、 奥行臼駅逓馬小屋 （創建年不詳） の基

礎に用いられたものと同種であり前身建物のうち昭和初

期頃の増築部に用いられていた可能性もある。 昭和 16

年の増改築には入手しやすさ、見栄え、施工性の向上、

構造的な安定性などから積極的にコンクリート基礎が用

いられたとみられる。 コンクリート独立基礎は型枠内側

に剥離用にセメント袋を用いられており、 コンクリートに

文字が転写されて残っていた。

5.　軸部 （「北棟」 は土台、 床組以外未解体）

（1） 土台

「北棟」 はミズナラ 180 ㎜角、 最長で約 6.5 ｍの材を

使用していた。 仕上は斧斫りでクレオソートとみられる黒

色塗料が塗られる。 礎石当たりは下端を刳るがひかり付

けまでは行っておらず、 礎石との間に同材の飼物を入

れてレベルを調整していた。 土台同士の接合は、 隅は

襟輪枘差、 継手は金輪継、 仕口は腰掛蟻としていた。

「中央棟」、 「南棟」 は正面、 南面の見え掛かり面以

外には転用材が用いられていた。 転用材も含めすべて

部材はミズナラで 105 ㎜角程度とし、 外周部はすべて

コンクリート製独立基礎に載る。 斧仕上げの他、 帯鋸

仕上げとする。 転用材には使われていない柱当たりに

防腐剤が塗られていないものがあり、 前身建物にも防

腐剤を塗っていたことがわかる。 一部の土台は少なくと

も 2回転用された形跡があった。

写 3-5-4　「北棟」 土台下の飼物

4.　基礎

基礎の種類は、 自然石玉石、 切石、 コンクリート独立

基礎、 コンクリートブロックの 4種類が確認された。

「北棟」 では礎石・束石とも自然石玉石を据える。 「北

棟」 の北東隅部のみ切石礎石が据えられていたが、 発

掘調査の結果、 自然石玉石が埋没したのちに差し込ま

れたものであった。 外周部や 「北棟」 便所では礎石の

不陸が著しく、 調査の結果地中に埋没した礎石がみら

れたが、 「北棟」 便所の北東隅部では地中においても

礎石を確認できなかった。 流し部分を増築した際に礎

石を設けなかったためとみられる。

「中央棟」、 「南棟」 では外周部をコンクリート独立基

礎とし、 内部の礎石、 束石には自然石玉石を据える。

自然石玉石は、 別海町内では採取できないもので、 別

海町外から運んだものである。 自然石玉石は昭和 16

年になると束石など外部から見えない床下などに使用さ

れる。 正面を中心に主要な基礎はコンクリート製の独立

基礎となるが、 大正 9年築の 「北棟」 には用いられて

写 3-5-3　コンクリート独立基礎地業 （L=70 ㎝）
型枠の剥離に用いたセメント袋の文字が転写されている。

写 3-5-2　自然石基礎地業

飼物 （ミズナラ）
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ら組立てたため、 寸法違いが生じたと考えられる。 今回

の保存修理工事において取替土台の長さで調整し誤差

を吸収した。

2.　矩計計画

「北棟」 では、 土台上端から一階敷居上端まで 1尺

（303 ㎜）、 二階床梁まで 11 尺 3 寸 （3424 ㎜）、 軒高

さ 20 尺 6 寸 （6242 ㎜） となる。 屋根は 5寸勾配とし、

棟高を 26 尺 5寸とする。 一階二階とも敷居天から鴨居

下端の内法寸法を 5 尺 8 寸 （1757 ㎜） とする。 一階

は各客室とも天井高さを 9尺 （2727 ㎜） とし、 縁側及

び廊下は板張りとし客室より 2 寸 （60.6 ㎜） 下げ、 そ

れぞれ天井高さを 9尺 2寸 （2788 ㎜）、9 尺 8寸 （2969

㎜）とする。 二階は各客室の天井高さを 8尺 3寸（2515

㎜）とし、縁側及び廊下は板張りとして客室より2寸下げ、

いずれも天井高を 8尺 5寸 （2576 ㎜） とする。

3.　番付

大正 10年創建時の 「北棟」 の番付と昭和 16年増改

築時の 「南棟」・「中央棟」 の番付がみられた。 「南棟」・

「中央棟」 の野物材は転用材で旧番付を斫って書かれ

ていた。

「北棟」 の土台は防腐剤の塗装により番付が判然とし

なかったが、 柱及び足固め （未解体） に番付墨書が

あった。 桁行梁間の両方向ともに漢数字の番付を振る。

北西角の柱を基準 （壱の壱） として前者を梁間 （南北）

方向、 後者を桁行 （東西） 方向とする。 たとえば 「弐

の四」 は北西角から南に 2本目、 東に 4本目の柱位

置の番付を示す。

なお、 番付から客室 5の南北の足固めが入れ替えて

取り付けられていたことが判明した。 客室 5の西側と東

側の足固めには部屋内側に使われた形跡のない根太

彫が施されていたが、 これらは本来部屋の外側にむけ

た廊下と縁側の根太彫りで、 この足固めの取付間違い

に起因するものであった。

「北棟」 の小屋 （未解体） は小屋束に書かれた番付

から北西角の小屋束を 「いの一」 とし、 母屋 ・ 棟桁通

りを 「いろは」 の順に、 小屋梁を漢数字を順に配する

組合せ番付であった。 「いの四」の位置の小屋束に「は

の五」 と書かれた番付が付されており、 これのみ符合し

ていない。

「南棟」 ・ 「中央棟」 は一連で番付が振られる。 土台

N
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図 3-5-2　「北棟」 の大正 9年組立番付

軸部 （足固め） 番付

小屋束番付

から柱、 小屋組まで共通した番付が用いられる。 南北

方向は 「南棟」 の玄関正面を 「い」 通りとして西 （奥）

側へ向けて 3尺 （半間） ごとに 「いろは」 の番付を、

東西方向は 「北棟」 と 「中央棟」 が取り合う通りを 「壱」

通りとして南へ向けて主要な柱位置に漢数字の番付を

付す組合せ番付であった。

なお、今回工事における解体番付は 「北棟」 から 「南

棟」 までを通して半間ごとに番付を振り、 南東角を 「い

の一」 とし南北方向をいろは、 東西方向を漢数字とし

た組合せ番付とした。
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い。 また廊下と客室 2境及びランプ室前の障子の組子

は丸面で造られており製作時期や手の違いがみられる。

これらは内向きの居室として前身建物の建具を転用した

可能性が高い。 「南棟」 小屋裏に保管されていた建具

にも同仕様の障子がみられる。

（4） 戸袋 ・雨戸

「北棟」 東面一階は近年改修され 4枚引分硝子戸が

入るが、 二階には当初の硝子窓付雨戸及び戸袋が遺

存していた。 古写真と痕跡から一階の雨戸も同形状で

あったことが確認された。 雨戸は 5枚建てとし、 竪板は

スギ 3枚で敷目板を付ける （詳細は 「第 4章　建造物

の現状変更　要旨説明　三」　参照）。

（5） 襖

「北棟」 では客室 5 ・ 8 の西側、 部屋境、 押入及び

天袋を襖戸とする。 後世の貼替えがみられたが、 現状

の仕上貼を剥がしてみると襖縁の下に当初の上貼紙が

残存しており、 当初は葛布、 芭蕉柄の唐紙、 笹柄の

唐紙の 3種が存在していたことが分かった。 一階客室

5 と二階客室 8の廊下境の襖は表裏にそれぞれ葛布と

笹柄模様が一面ずつ貼っ

てあったが、 客室 5は部屋

内側に笹柄を向け客室 8は

部屋内側に葛布を向けてい

た。 表裏を入れ替えられた

可能性も考えられたが、 そ

れぞれの押入に遺存してい

た襖紙や天袋の襖紙の種

写 3-5-27　「中央棟」 障子戸の比較
　　　　　意匠に規則性がなく前身建物からの転用とみられる。

客室 1 ・廊下境

　　腰付竪繁障子　組子角面取

客室 2 ・廊下境

　　腰付横組障子　組子丸面取

ランプ室前

　　腰付額入竪繁障子　組子丸面取

ランプ室 ・便所境

　　腰付額入横組障子　組子角面取

後補襖紙

当初襖紙片

図 3-5-3　「北棟」 建具襖紙種類位置図
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写 3-5-29　「北棟」 に使用される襖種類

芭蕉柄

葛布 笹柄

写 3-5-28　残存していた襖紙片
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11.　建具

（1） 概要

大正 9年の 「北棟」 建設時は転用建具を用いていな

い。 昭和 16年の 「南棟」 ・ 「中央棟」 の増改築時には

正面側である茶の間 ・ 仏間 ・ 事務所といった居室にお

いては建具を新規に製作しているが、 客室 1 ・ 2、 使用

人室などでは転用建具が多用されていた。 さらには居

間 ・台所境や物置、 二階の和室 1 ・ 2 では間に合わな

い建具が入れられている。 ヒアリングによれば、 客室 1・

2 は現在 「客室」 と呼称しているが当時は家族が生活

する部屋であった。 これらの内向きの居室においては

昭和 16 年当時から転用建具を使用していたらしく、 特

に通常来客の目に触れない 「南棟」 二階の和室や使

用人室などでは柱間に合わない有り合せの建具が入れ

られていた。

（2） 硝子戸	

全体で 47 ヶ所の硝子戸及び硝子窓がある。 「北棟」

ではすべて透明硝子が使用される。 「中央棟」 ・ 「南棟」

では外部建具の腰部分に型板硝子が用いられるほか、

茶の間、 居間、 台所の部屋境の腰付硝子障子は四つ

割りとした最上段のみを透明硝子とし下三段は磨硝子と

する。

硝子はいずれも押縁で留められる。 「北棟」 の硝子

戸には戸車が付き金属製角レールの上を走るが、 昭和

16 年増改築の 「中央棟」 ・ 「南棟」 では戦時下におけ

る金属の統制の影響をうけたとみられ、 戸車の代用とし

て陶器製の戸滑りを使用し、 竹製の甲丸レールが使わ

れている。 戸滑りは下桟を彫り込んで入れ中央部 1 ヶ

所を木ネジ留する形状で裏面には 「新案特許」 の陽

刻がある。

玄関の引分戸は昭和 59年に硝子と引手を移設しなが

ら新規の建具に替えられていた。 工事期間中に当初の

玄関引分戸が存置されていたことが判明したため、 竪

框の脚部の繕いと下桟の取替による修理を行い再用し

た （「本章第 3 節 -5- （5） 玄関引戸当初材の再用」

参照）。

「北棟」 一階客室 3 ・ 4 西面窓及び 「中央棟」 客室

1西面窓は出窓付き 2枚引分硝子窓が入るが、 当初は

前者が二階と同じ倹飩式で取り外しできる硝子窓 （「第

4章　現状変更　要旨説明　二」　参照） で後者は客室

2 と同様の現在より内法の低い引違い窓であった （「本

章第 3 節 -5- （2）」 参照）。 これらの改修に使用され

ていた型板硝子が 「北棟」 客室 5 の東面硝子戸と同

仕様であり昭和 33年頃の改修とみられる。

（3） 障子戸

内部建具は各客室の東側に障子戸を入れる。 「北棟」

では腰付横組障子で二階客室 8のみ額入としガラスの

小窓を持つ。 同位置の一階客室 5の障子は窓が無い

が外からの視線に対する配慮とみられる。 組子は竪横

とも角面で幅 6㎜、 竪組子勝ちの相欠とする。 上桟中

桟は框に打込み枘とし下桟は鎌枘とする。 腰板はケヤ

キ板を 3枚から 4枚接ぎとする。

「中央棟」 茶の間 ・仏間では東面を摺り上げ障子とす

る。 摺り上げの機構は子障子竪框外側面の彫り込みに

竹製の羽を上が開いた 「ハの字」 状に端部１ヶ所を木

ネジで打ち付け、 竪框との摩擦によって子障子の自重

を支える。

「中央棟」 の廊下と客室 1境は腰付竪繁障子が入り、

連続する客室 2境には腰付横組障子が入る。 ランプ室

前には腰付額入り竪繁障子、 ランプ室便所境には腰付

額入り横組障子が入るなど意匠に規則性が見いだせな

写 3-5-24　竹製甲丸レール （左） と陶器製戸滑り （右）

写 3-5-25　陶器製戸滑り背面の陽刻 「新案特許」

写 3-5-26　摺り上げ障子の機構
子障子側の框がわずかに斜めに彫り込まれ、 羽の一方をを木ネジで
締めると先端が開く機構。 締め具合で開きを調整し竪框との摩擦に
よって子障子を支持する。 写真右側が下向きとなる。
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れていたため、 明らかな上貼りは遺存していない。 ただ

し、 同じく下地から貼り替えられている二階の客室 6や

客室 7には壁の周囲に暗褐色の上貼紙片がわずかに

認められることを考えると、 当初から袋貼の色と近似した

白い紙を使用していたと考えられる。 一階と二階で建具

の襖紙の柄を変えていた （「本章 （5） 襖」 参照） ように、

壁紙も一階と二階で異なる色を採用したとみられる。

客室 6 と客室 7 は近年化粧竪板を張っていたが、 こ

れを撤去したところ下地貼りに用いた新聞紙が露出した

状態であった。 なお、 この 2室のみ当初から下地に新

聞紙を用いている。 2 室で下地板に残る貼り替え痕の

回数が異なっていたが、 客室 7のトコ ・ 床脇が当初の

て 5枚貼する。 幅広の襖には引手側に紙を足している。

芭蕉柄よりやや厚手で絹目のついた洋紙に胡粉具引き

で白色に着色している。 具引きの上に笹柄を雲母の一

色刷とし、 金砂子を撒く。 版には版木を用いるが版木

は 3尺幅の大判としている。 版木の文様は版木幅の約

半分の下図を基にした同じパターンが左右に並べて用

いられており、 ほぼ同図だが細部の意匠や線の太さな

どに若干の相違がみられる。

葛布は幅広の建具もすべて一枚もので貼られていた。

12.　貼付壁

（1） 概要

部屋内の壁は竪板張りの上に紙貼り仕上げとする。 壁

紙は破損しやすい部分でもあり数度の貼替えの形跡が

ある。 施工時期や回数は定かでない部分も多いが、 痕

跡、 古写真、 昭和 59 年前後の工事写真などによって

変遷を推定した。 各室の紙貼りの変遷と復旧仕様につ

いては 「第 5章　実施仕様　第 10節　貼付壁工事」 に

一覧表を掲載した。

（2） 変遷

「北棟」 では二階押入に当

初の袋貼が残る。 また、 客

室 5 ・ 7 ・ 8 のトコ ・床脇及び

客室 8 の小壁には現状の上

貼りの下に当初の仕上貼が

遺存していた。

押入の袋貼のほか、 当初の

上貼り紙は 2種類用いられた

形跡がある。 一つはトコ ・ 床

脇や二階の壁に遺存していた

暗緑色を呈した紙で、 もう一つは一階の壁に使用され

ていた様子が古写真に写る白い紙であった。 一階はす

べての客室でこれまでの貼替えの際に下地から剥がさ

写 3-5-36　遺存していた当初壁紙 （客室 8）

写 3-5-35　客室 8押入袋貼

写 3-5-37　客室 5の壁紙仕様 （昭和 15年頃）

白壁紙 （当初）

暗緑色無地 （当初）

写 3-5-38　客室 5の壁紙

後補壁紙

後補壁紙 （白班）

暗緑色無地 （当初）

写 3-5-39　客室 6 （左） と客室 7 （右） の下貼り遺存状況
客室 7はこれまでに 2回下貼りの袋貼を撤去した痕跡があり、 客室 6
は最初の貼り替え時に重ねて貼られたため下貼りの残存状況がいい。
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類から判断して現在の状態で問題ないことを確認した。

襖紙芭蕉柄の唐紙は二階廊下の 1 間半の押入に 3

枚建てで用いられるのみで、 その他の襖は葛布か笹柄

であった。 なお、 「北棟」 創建時には一階の廊下にも

二階と同位置に押入があったが、 昭和 16 年の増改築

時に押入を撤去したことに伴い、 この建具は二階和室

1 ・ 2 境に転用されていた。 建具幅から一階廊下にあっ

た押入は二階より半間 1 間幅であったことがわかる。 竪

縁の縁打ちは芭蕉柄の襖のみ木の太枘を用いるが、 そ

の他の襖は木ネジ用いて寄蟻の要領で使用していた。

「中央棟」 では仏間と茶の間境では型板硝子が入る

額入り襖戸とするが襖紙 （布） にはすべて葛布を使用

している。 「中央棟」 「南棟」 では内向きの居室はすべ

て転用された襖が使われていた。客室 1・2 の押入や「北

棟」 客室 8 の後設押入には表の紙を貼り替えているが

型紙を用いて色付けされた唐紙が貼られており、 使用

人室押入の襖は水墨画が描かれた建具に上貼りをして

使用していた。

（6） 襖紙仕様

芭蕉柄の襖には高さ 1 尺 1 寸 5 分 （345 ㎜）、 幅 3

尺 （909 ㎜） の間似合紙を 5 枚横貼とする。 紙は洋紙

を用いており、 紙質劣化による割れが多く発生している。

下地色として紙全体を着色する具引きは行われておら

ず、 現在見える茶褐色の地色は紙自体が変色したもの

で、 引手下に残る地色はやや黄味のかかった白色で

あった。 葉の柄は緑と黄緑の 2 色で刷られたとみられて

いたが、 引手下の残存部をみると黄緑色に見える葉は

金雲母で刷られており製作時は金色を呈していたことが

わかる。 また芭蕉柄紋様には文様の型に折り目のような

跡があるため版木を用いたとは考えにくく、 また着色状

況をみると絵の具の盛り上がりはなく型紙を用いた伝統

的な技法ではない。 シルクスクリーン印刷に近い技法で

あるが、 同印刷は昭和初期になって主流となる
iii

。 当時

存在した同種の技法としては石版もしくは亜鉛版による

機械印刷があるとされるが詳細は不明である。

笹柄は高さ 1 尺 1 寸 5 分、 幅 3 尺の間似合紙を用い

iii　本稿における襖紙生産の歴史及び技法の変遷等は 『壁紙百年史

　壁紙百年史編纂委員会編　壁装材料協会　1982.12 』 を参考とし

た。 同資料によると明治初期に始まった日本の洋紙生産は、 明治

後期から大正初期にかけて急成長をみせる。 大正 2 年 (1913) には

洋紙の産額が和紙をしのぐようになり、 同 9 年 （1920） には和紙産

額の 2 倍を記録するほどとなった。 同時期に襖紙にも洋紙が使われ

るようになる。 大正初期までは、 五枚張り襖紙が主に使用されてい

たが、 その後大正 13 年 （1924） ごろより機械刷りの一枚張り襖紙

が台頭する。 明治後半から大正初期にかけて、 手作業の木版刷り

から石版や亜鉛版を用いた機械印刷へと転換していく。 シルクスク

リーン印刷が主流となるのは昭和初期頃である。

図 3-5-4　笹柄文様 （トレース図）
左右に同じパターンが並ぶ。 意匠や細部に差異があるが同じ下図を
基に描かれたとみられる。

写 3-5-34　笹柄襖紙 1枚 （高さ 345mm幅 900mm程度）

写 3-5-33　芭蕉柄の紙にみられる折り目状の線

写 3-5-30　「南棟」 客室 1 ・ 2 境に転用
されていた 「北棟」 旧一階押入襖戸

写 3-5-31
木ネジを用いた縁打ち
寄蟻の要領で竪縁の逃
穴に木ネジの頭を入れ
寄せて留める

写 3-5-32　内向き居室に使われた転用建具

客室 1の押入襖背面の唐紙 使用人室押入襖の水墨画
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14.　煉瓦煙突

（1） 概要

居間の囲炉裏及び台所のストーブの排気を目的とした

煙突で、 裏玄関に設置された。 煉瓦半枚積みの不安

定な構造であり、 専門職工による仕事とは言い難い側

面があるが、 当地における同時代の技術的水準を示す

資料として極力調査及び保存を試みた。

（2） 設置時期

二階床梁を切欠くなど計画的に施工されたものとは考

えられないが、 ヒアリングによれば昭和 16 年当初から

煙突は存在していたという。 煉瓦煙突は一階付近では

背面の竪板壁に抱き合わせて施工されており、 はみ出

した据付モルタルは背面の竪板に当たっていた。 ただ

し野地板や柾葺には後から切欠いた形跡がないことか

ら、 ある程度木工事が進行した段階で、 煙突周囲の屋

根工事に着手するまでの間に作られたものである。

（3） 変遷

ヒアリングによると昭和 48年 （1973） の根室半島沖地

震 （根室震度 5） によって屋根面付近で折損して上部

が落下した。 その後は実用上、 残存した煉瓦煙突の上

に鋼管製の煙突を接続していた。 現状の屋根から上に

見える煉瓦煙突は町が寄贈を受けた後、 修景として整

備されたものである。 この施工の際、 整備部分と既存

煉瓦煙突の天端から約 800 ㎜下がりまで、 鉄筋を配し

たコンクリートが充填されていた。

長手側面中央 1 ヶ所に炉を配置した欠込みを持つ畳が

押入に保管されていた。

「北棟」 二階廊下には花見の時期などに仮設的に畳

を敷いたと言われる。 客室 8の押入には客室用より全

長がやや短い 880 ㎜× 1700 ㎜の畳が 5枚、 幅が狭い

790 ㎜× 1750 ㎜が 2 枚、 幅が狭く長手を半分にした

790 ㎜× 880 ㎜が 1枚残っていた。 全長が短い畳は廊

下幅に合致し、 幅の狭い畳は階段脇の通路幅に合うこ

とから廊下全体に敷き詰めたとみられる。

「南棟」 一階の使用人室では畳縁の側面に右書きで

「北海道畳業聨合組合之証　01 等級」 と書かれた商標

が縫い糸に挟んで付いていた。 年代は不明だが、 昭

和 16 年の改築時から、 これまで表替えもなされず残さ

れてきたとみられる。

「北棟」 二階の客室 8の畳の敷き方は、 床脇前に向

けて短手を並べる床刺しとなっていたが、 これは昭和

59 年の修理時に間違えて配置されていたことが判明し

た。 畳裏には、 位置を記した番付や符牒はなく、 位置

を特定して畳のクセをとっていないため、 かなり余裕の

ある寸法で作られている。 なお、 従前の敷き方は一階

の客室 5 と同じであったと考えられ、 今回の保存修理

ではこの敷き方に戻した。

写 3-5-44　「北棟」 二階廊下の置畳
花見の時期には二階の廊下全面に畳を敷き詰めていたとみられる。

写 3-5-45　畳商標
　写 3-5-47　煙突化粧面 （左） と壁付き面 （右）　　

裏玄関

　写 3-5-46　現況煉瓦煙突　

外観
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上貼りを残しながらその後の修理で紙を貼り重ねられて

いたことから、 最初の貼替え時に客室 6は当初の下貼

りまで剥がしていたのに対し、 客室 7では当初の紙貼り

の上に貼り重ねたためと判断した。 このため下貼りから

の貼り替えが少ない客室 6の方が新聞紙の残存状況が

良かった。

すべての居室は一度壁にはすべて白色の胡粉具引き

塗の壁紙を貼り、 トコ ・ 床脇には暗褐色具引きの上に

胡粉を散らして模様をつけた紙で仕上げていた。 昭和

16 年に造られた仏間の壁紙と近似しているが白斑点が

大きく粗い仕上で、 仏間トコの補修に用いられた紙と同

じであった。 昭和 59 年時点では寒さ対策としてトコや

押入を除くすべての部屋は石膏ボードや化粧ボードが

張られていたため、 同年に資料館として公開するにあ

たってこれらを撤去している。

「中央棟」 ・ 「南棟」 の壁紙はすべて貼り替えを受けて

いる。 仏間には茶色に変色した洋紙が貼られていたが

一度下貼りを剥がした形跡があり現在の壁紙は下貼りを

せず板に直接貼られていた。 事務所や茶の間等に貼ら

れた灰色の鳥の子紙は平成 5年のドラマ撮影時に映像

に映り込む範囲が薄墨で塗られていた。

（3） 仕様

「北棟」 では外部に面した壁に幅 33 ㎜長さ 250 ㎜前

後の帯状にした反故紙を竪板の継目に沿って貼付け目

貼する。 二階の客室 6 と客室 7 にのみ新聞紙が貼ら

れていた。 袋貼はいずれも 1回とする。 縦 245 ㎜、 橫

335 ㎜の反故紙を横に使い、 向かって右上から左に向

けて貼り、 下方に貼り下げる。 「北棟」 の押入内部は袋

貼までとし、 仕上紙は貼られていない。

仕上はトコの上貼りをみると当初の仕上紙は 1810 ㎜

× 930 ㎜の暗緑色無地でべた貼りとしている。 向かっ

て左上から全紙を貼り右に幅 785 ㎜の半端を入れ、 下

には上と同幅で下左に下右と全面を 4枚で貼る。 後補

の壁紙も同寸であったが後補材は四周のみに糊付され

ていた。

写 3-5-40　仏間トコ壁紙の補修痕
仏間トコ壁紙の補修には 「北棟」 の後補材と同じ紙が用いられる。

当初壁紙 （昭和 16年）

後補壁紙

13.　畳

（1） 概要

一階畳は公開範囲外であった使用人室を除いて昭和

59 年の工事で全面的に更新されスタイロ畳となってい

た。 二階は 「北棟」 では建設時からの畳床が残ってお

り、 表替えをしながら使われたものとみられる。 「南棟」

には古い畳が使われるが、 畳床や裏菰の仕様が異なる

3種類の畳が混在して使用されていた。

（2） 仕様と特徴

「北棟」 二階客室 6 ～ 8 には幅 880 ㎜× 1750 ㎜、

厚 65 ㎜の畳が使われていた。 畳替えはされているが、

畳床は筋縫いされた裏菰を持つ手床で当初のものとみ

られる。 一部の畳の背面に 「山ト」 の墨書きがみられ

たが、 番付はない。 「南棟」 二階の和室 1 ・ 2 の畳は

880 ㎜× 1750、 厚 55 ㎜を標準とする。 藁床は三段配

で構成される。 裏菰の種類が 3種類あることから時期差

があるものを転用したとみられる。 このほか、 角 1 ヶ所と

写 3-5-42　同上　裏菰
手縫いの畳床で裏菰は筋縫いされる。

写 3-5-41　「北棟」 客室 8　畳裏面
番付はなく山トの屋号が墨で書かれる。

写 3-5-43　南棟和室 1 ・ 2　畳裏菰仕様
3 種類の裏菰が使用されており、時期差があるものを寄せ集めている。
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14.　煉瓦煙突

（1） 概要

居間の囲炉裏及び台所のストーブの排気を目的とした

煙突で、 裏玄関に設置された。 煉瓦半枚積みの不安

定な構造であり、 専門職工による仕事とは言い難い側

面があるが、 当地における同時代の技術的水準を示す

資料として極力調査及び保存を試みた。

（2） 設置時期

二階床梁を切欠くなど計画的に施工されたものとは考

えられないが、 ヒアリングによれば昭和 16 年当初から

煙突は存在していたという。 煉瓦煙突は一階付近では

背面の竪板壁に抱き合わせて施工されており、 はみ出

した据付モルタルは背面の竪板に当たっていた。 ただ

し野地板や柾葺には後から切欠いた形跡がないことか

ら、 ある程度木工事が進行した段階で、 煙突周囲の屋

根工事に着手するまでの間に作られたものである。

（3） 変遷

ヒアリングによると昭和 48年 （1973） の根室半島沖地

震 （根室震度 5） によって屋根面付近で折損して上部

が落下した。 その後は実用上、 残存した煉瓦煙突の上

に鋼管製の煙突を接続していた。 現状の屋根から上に
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写 3-5-44　「北棟」 二階廊下の置畳
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写 3-5-45　畳商標
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裏玄関

　写 3-5-46　現況煉瓦煙突　

外観
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上貼りを残しながらその後の修理で紙を貼り重ねられて

いたことから、 最初の貼替え時に客室 6は当初の下貼

りまで剥がしていたのに対し、 客室 7では当初の紙貼り

の上に貼り重ねたためと判断した。 このため下貼りから

の貼り替えが少ない客室 6の方が新聞紙の残存状況が

良かった。

すべての居室は一度壁にはすべて白色の胡粉具引き

塗の壁紙を貼り、 トコ ・ 床脇には暗褐色具引きの上に

胡粉を散らして模様をつけた紙で仕上げていた。 昭和

16 年に造られた仏間の壁紙と近似しているが白斑点が

大きく粗い仕上で、 仏間トコの補修に用いられた紙と同

じであった。 昭和 59 年時点では寒さ対策としてトコや

押入を除くすべての部屋は石膏ボードや化粧ボードが

張られていたため、 同年に資料館として公開するにあ

たってこれらを撤去している。

「中央棟」 ・ 「南棟」 の壁紙はすべて貼り替えを受けて

いる。 仏間には茶色に変色した洋紙が貼られていたが

一度下貼りを剥がした形跡があり現在の壁紙は下貼りを

せず板に直接貼られていた。 事務所や茶の間等に貼ら

れた灰色の鳥の子紙は平成 5年のドラマ撮影時に映像

に映り込む範囲が薄墨で塗られていた。

（3） 仕様

「北棟」 では外部に面した壁に幅 33 ㎜長さ 250 ㎜前

後の帯状にした反故紙を竪板の継目に沿って貼付け目

貼する。 二階の客室 6 と客室 7 にのみ新聞紙が貼ら

れていた。 袋貼はいずれも 1回とする。 縦 245 ㎜、 橫

335 ㎜の反故紙を横に使い、 向かって右上から左に向

けて貼り、 下方に貼り下げる。 「北棟」 の押入内部は袋

貼までとし、 仕上紙は貼られていない。
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× 930 ㎜の暗緑色無地でべた貼りとしている。 向かっ

て左上から全紙を貼り右に幅 785 ㎜の半端を入れ、 下

には上と同幅で下左に下右と全面を 4枚で貼る。 後補

の壁紙も同寸であったが後補材は四周のみに糊付され

ていた。
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当初壁紙 （昭和 16年）

後補壁紙
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手縫いの畳床で裏菰は筋縫いされる。
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番付はなく山トの屋号が墨で書かれる。

写 3-5-43　南棟和室 1 ・ 2　畳裏菰仕様
3 種類の裏菰が使用されており、時期差があるものを寄せ集めている。
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15.　錺金物

（1） 概要

錺金物として釘隠し、 建具引手、 化粧鋲がある。 今

回は修理や補足のために取り外したものについて仕様

調査を行った。 なお、 錺金物には見え隠れ面に墨書き

文字があったが取付位置や工程を示す符牒のようなも

のか製作者に関係するものか不明なものが多かった。

（2） 釘隠し

①帆掛船型

客室 6 に付く。 幅 90 ㎜×高さ 70 ㎜×厚 10 ㎜。 真

鍮の紐と銅板の敷座が付く。 主座は鉛鋳物で真鍮足を

半田で付ける。 敷座の縁は全周に箆掛されており、 化

粧となる部位の艶を出したとみられる。 敷座は硫酸銅で

炊きこんで煮色付けされる。 紐は真鍮を撚ったもの。 主

座の仕上げの黒色は水拭

きでも容易に剥落するた

めイボタ蝋に松煙を溶か

したものと考えられる。

敷座の背面にはすべて

に 「タニロイ」 と文字が墨

書きされる。

②花菱型

写 3-5-59　花菱型釘隠し （左 ：表　右 ：裏）

客室 4に付く真鍮製の鋳造品。 材質は鉛と錫の合金

とみられる。 叩き出したものではなく鋳造品であるが、

厚みが均一であること、 また石膏型や砂型の場合と比

較して模様や特に魚々子部分がはっきり出ているため

電気鋳造品の可能性が考えられる。

すべての背面に朱墨で文字 「UPF （？）」 と書かれる。

さらに墨書で 「キフ」 とあるほか、 朱墨の下にも文字が

あるが判読できない。

③雁型

客室 5及び客室 8に付く。 鉛を主とした錫と鉛の合金

による鋳造品で、 大正期に広くに流通していた加工品

とみられる。

（3） 引手金物 （寸法 ：幅×高さ×厚　　単位㎜）

① 「北棟」 襖引手金物　　客室 3 ・ 4 境 （ＦＤ 7） ： 86 × 77

× 10、 客室 5 （ＦＤ 9） ： 90 × 65 × 10、 客室 8 （ＦＤ 15） ：

90 × 65 × 10

写 3-5-60　雁型釘隠し （左 ：表　右 ：裏）　

写 3-5-61 「北棟」　襖引手
上 ： FD7　中 ： FD9　下 ： FD15　　（左 ：表　右 ：裏）　

写 3-5-56　敷座縁の箆掛
敷座の表は縁部分を箆掛して艶
出しをしたとみられる。

写 3-5-57 主座塗装剥離状況
水を付けた綿棒で容易に塗装が
はがれた。

写 3-5-55　帆掛船型釘隠し （左 ：表　右 ：主座裏）

　写 3-5-58　敷座裏面
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（6） 成形 ・品質

炭滓や鉱滓の付着が見られること、 また色や吸水、 強

度に大きなバラツキが有ることから、 石炭を燃料とした

窯内部の温度差が大きな穴窯か小さな登り窯で焼成さ

れた可能性が考えられる
iv

。 化粧面に皺がよったり角が

立っていない形状から、 鋼線等で切り出された面は見

られず、 木箱等の型に胎土を詰め木槌やヘラなどで成

型した職工による手作業とみられる。 割損面には砂岩

片が確認できるため十分に混練されていない。 二階床

上の割損部をみると目地ではなく煉瓦自体での割裂が

みられるため煉瓦の強度は高くないと考えられる。

（7） 刻印 ・記銘

解体時に昭和 16 年の部材からアラビア数字で 「2・3・

5」 の刻印が確認された。 解体材から確認できたのは

14 枚で、 いずれも煉瓦の腹に押されていた。 このほか、

煙突と板との取り合い部の長手面に 「オビヤベ」 もしく

は 「ホビヤベ」 とも読み取れる箆書き文字を確認した。

（8） 表面塗装

煉瓦煙突は見え掛かり部全体が

目地も含めて赤色に着色されてい

る。 背面板との当たりをモルタル

で埋めているが昭和 30 年代に板

壁を塗った白い塗料より古い時期

に塗られているため設置後間もな

く塗られていたものである。

iv　煉瓦の成形や品質等に関して ( 有 ) 吉田工業所吉田健司氏から

の助言を受けた。

（4） 積み方

95 ㎜幅の煉瓦半枚積みとし、 内部には円筒等を入れ

ず中空で非常に不安定であるといえる。 解体した範囲

では目地や煉瓦に金物等の補強は施されていなかっ

た。 目地内部のはみ出したモルタルも押さえることなく、

各所に空隙もある。 橫目地は非常に厚く平均で 16 ㎜

程度となるが、 高さ方向に基準とした寸法体系を見出

すことができなかった。 最下段から 10 段ごとに計測す

ると 725 ㎜、 713 ㎜、 695 ㎜となり平均で橫目地がそれ

ぞれ 17.5 ㎜、 16.3 ㎜、 14.5 ㎜と徐々に目地が詰まる

状況から基準を決めずに垂直に積上げたものと考えら

れる。

（5） 寸法

長さ 205 ㎜×幅 95 ㎜×厚 55 ㎜を規格とし、 誤差

は長さ 5 ㎜～ 8 ㎜、 幅 ・ 厚が 3 ㎜前後みられる。 大

正 14 年 (1925) の JES 規格 ( 日本標準規格 ) では長さ

210 ㎜×幅 100 ㎜×厚 60 ㎜となるが、 これよりさらに一

回り小さいサイズである。

写 3-5-49　コンクリート充填範囲撤去状況
煉瓦半枚積みで内部に円筒を入れず中空の状態である。

写 3-5-50 煉瓦に付着した炭滓　 写 3-5-51
割損面に露出した砂岩片

　写 3-5-48　煙突後補部を撤去した状況
当初煉瓦の二階床レベル付近までコンクリートが充填されている。

写 3-5-52　箆書き文字 写 3-5-53　番号刻印

写 3-5-54　塗装部詳細
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　写 3-5-48　煙突後補部を撤去した状況
当初煉瓦の二階床レベル付近までコンクリートが充填されている。

写 3-5-52　箆書き文字 写 3-5-53　番号刻印

写 3-5-54　塗装部詳細
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表 3-5-1　木材同定結果一覧

番号 建物棟 部　屋 部位　 番　付 樹　種 備　考

1 中央棟 客室 1 荒床 東 2-1 モミ属

2 中央棟 客室 1 荒床 東 7-2 モミ属 後補材

3 中央棟 客室 1 荒床 西 9-1 ハンノキ属ハンノキ節

4 北棟 客室 5 荒床 西 4 トウヒ属

5 中央棟 仏間 荒床 中 11 トウヒ属

6 南棟 事務所 土台 は五 コナラ属コナラ節

7 北棟 客室 5縁 土台 らノ三 コナラ属コナラ節

8 南棟 南物置 土台 い十五 コナラ属コナラ節

9 北棟 客室 3 ・ 4 土台 うノ九 コナラ属コナラ節

10 中央棟 客室 2 大引 又つ十 ハンノキ属ハンノキ節

11 北棟 客室 3 根継柱 な十三 トウヒ属 後補材

12 北棟 客室 6 （二階） 柱 な十三 モミ属

13 北棟 客室 5 違い棚 （下） ハリギリ

14 北棟 客室 5 天袋吊束 （向かって左） キハダ

15 北棟 客室 5 床　 地板 ハリギリ

16 北棟 客室 5 床柱 ニレ属

17 北棟 客室 5 寄せ ハンノキ属ハンノキ節

18 北棟 小便所 土間 下板 コナラ属コナラ節

19 南棟 小屋 妻桁　 ほ十六～り十六 ハンノキ属ハンノキ節

20 南棟 小屋 棟木 ハンノキ属ハンノキ節

21 南棟 小屋 二重梁　 と六～と二 ニレ属

22 南棟 二階 柱 へ六～へ二 ハンノキ属ハンノキ節

23 中央棟 仏間 違い棚 カツラ属

24 中央棟 仏間 天袋　 地板 トチノキ

25 北棟 便所 板枠 （西から①） トウヒ属 発掘材

26 南棟 便所 板枠 モミ属 発掘材

27 南棟 使用人室下 桶底板 コナラ属コナラ節 発掘材

16.　樹種同定

（1） 概要

解体修理にともない、 サンプルの採取が可能であった

構造 ・造作材 27点の樹種同定を行った。 本樹種同定

は本整備委員会委員鈴木三男東北大学名誉教授に委

託した。

（2） 結果の概要

針葉樹 2種、広葉樹 7種、合計 9樹種が同定された。

針葉樹 2種はモミ属、 トウヒ属で、 北海道に普遍的なト

ドマツ、 エゾマツ (+ アカエゾマツ ) と見て矛盾は無い。

広葉樹は量的に見てコナラ節、 ハンノキ節が多く、 これ

は在地のミズナラ、 ケヤマハンノキが使われたとみて間

違いない。 量はそれらより少ないが客室の床柱、「南棟」

小屋の二重梁のニレ属 ( ハルニレの可能性大 ) も在地

の材とみられる。 「北棟」 客室の違棚と床のハリギリ材も

在地材だが床周りの造作材と言うことで建築材とは違う

樹種を使っていることが考えられる。

一方、 「南棟」 仏間の天袋の地板のトチノキ材は道東

には無いもので、 造作材として持ち込まれたものといえ

る。 同様に、 道東には無いことはないが、 造作材とし

て持ち込まれたと考えられるものに仏間の違棚のカツラ

材、 客間の戸袋吊束のキハダがある。 以上のように駅

逓所の建築材の大部分はエゾマツ、 トドマツ、 ミズナラ、

ケヤマハンノキと言った在地の樹種を使い、 トコなどの

造作材には道南あるいは本州から持ち込んだ材を使っ

ていたといえる。
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いずれも鉛合金による鋳造品で、 素地に爪で傷付け

られるほど非常に柔らかい。 銅や真鍮で製作する場合

は胴、 底板、 木瓜座をそれぞれ造り爐付けとするが、

これらは一体として鋳造されている。銅鍍金が付けられ、

硫化燻しで発色している。 さらにＦＤ 7 とＦＤ 9 にはこの

うえに帆掛船型釘隠しと同じ松煙とイボタ蝋を混ぜた塗

料が塗られている。 ＦＤ 15には「光信堂」の刻印がある。

②客室 7床脇天袋引手 （ＦＷ 12）　47 × 35 × 10

底板は真鍮で梨地模様は裏面に彫り痕が出ていない

ことからエッチングとみられる。 煮色付け、 刈安煮上と

する。 胴は継目がなく一枚銅板から叩き曲げとする。 木

瓜座は真鍮鋳物で、 煮黒目で生漆摺焼きとしさらに上

から黒焼き漆とする。 底板の裏面に墨で 「ツニテリ」 と

書かれる。

③仏間仏壇折戸蝶番　（ＦＷ 4）　60 × 31 × 0.5

真鍮製で鑿で切抜かれ、 キサゲで仕上げられる。 赤

色に発色しており煮色付けされた形跡がある。 全体的

に薄墨を塗ったような跡があり古色付けをしたとみられ

る。 裏面に 「フキニル」 の墨書がみられた。

④客室 1 ・ 2 境　帯戸　引手 （ＷＤ 1）　70 × 24 × 8

底は銅板で表側を薄く煮黒目をかけ生漆摺りのうえに

黒焼漆がある。胴と玉縁は真鍮で内外とも黒焼漆とする。

（4） 化粧鋲

「北棟」 便所腰板の鋲

「北棟」 便所ブースの腰板は、板を大和張とし中央二ヶ

所に丸頭の化粧鋲を打つ。

鋲は頭径 10㎜、高さ 3㎜、足径 3㎜、足長さ 15 ㎜。

板を留つける役割はなく、板背面で折り返して固定する。

　写 3-5-62　客室 7天袋引手
（左 ：表　右 ：底板裏）

写 3-5-63　
客室 1 ・ 2 帯戸引手

写 3-5-64　仏間仏壇折戸蝶番
（左 ：表　右 ：裏面墨書部）

写 3-5-65　化粧鋲詳細 （左 ：正面　右 ：板裏）


